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自己紹介

早稲田大学大学院 環境・エネルギー研究科
准教授 野津 喬（のづ たかし） （博士（公共政策分析））

1998～2013年 農林水産省勤務
・鳥獣被害防止特措法の立法（2007～2009）
・６次産業化法の立法（2009～2010）
・バイオマス活用推進基本計画の改正（2010～2011）
・農山漁村再エネ法の立法（2011～2013） など

2014年～2020年 実践女子大学
2020年～ 早稲田大学大学院 環境・エネルギー研究科

（現職）
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本日お話しすること

農林水産省が2021年に策定した

「みどりの食料システム戦略」を切り口として、

農業の脱炭素化と農業電化の方向性について

お話しします。
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（出典）農林水産省農産局農業環境対策課（2021）「農業分野における気候変動・地球温暖化対策について」

地球温暖化と農業

日本の温室効果ガス排出量に占める農林水産分野の
割合は4％程度

-6-



みどりの食料システム戦略（抜粋）
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・・・地球の限界を意味する「プラネタリー・バウン
ダリー」は、９つの項目のうち・・・４項目で境界を
すでに超え、今後は、生態系の均衡が不可逆的
に移行し、負の現象が連鎖的に起こるとされて
いる。食料・農林水産業が利活用してきた土地
や水、生物資源などのいわゆる「自然資本」の
持続性にも大きな危機が迫っており、早急かつ
大胆な取組が求められている。・・・



（出典）Richardson, Katherine, et al. "Earth beyond six of nine planetary 

boundaries." Science Advances 9.37 (2023): eadh2458.
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みどりの食料システム戦略（抜粋）
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みどりの食料システム戦略（抜粋）
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・・・温暖化が進む中、全国各地での記録的な豪雨や
台風等の頻発、高温が農林水産業における重大なリ
スクの一つとなっており、作物の収量減少・品質低下、
漁獲量の減少など、生産現場に大きな影響が生じてい
る。・・・

・・・政府として・・・2050 年カーボンニュートラルの実現
を目指すことを宣言して取り組んでいく中、食料・農林
水産業の分野においても、これに積極的に貢献してい
く必要がある。



-12-
（出典）農林水産省（2021） 「みどりの食料システム戦略参考資料」



みどりの食料システム戦略の全体像

-13-（出典） 農林水産省ホームページ



４ 具体的な取組
（１）資材・エネルギー調達における脱輸入・脱炭素化・環境負
荷軽減の推進
① 持続可能な資材やエネルギーの調達
・営農型太陽光発電、バイオマス・小水力発電等による地産地
消型エネルギーマネジメントシステムの構築
・農山漁村の活性化に資する再エネ事業者等の取組を可視化
するためのロゴマークの導入
・小水力発電、地産地消型バイオガス発電施設等の導入
・・・

みどりの食料システム戦略（抜粋）

-14-（出典） 農林水産省ホームページ
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（出典）吉田修一郎（2011）「水田農業とエネルギー問題」

農業の脱炭素化の必要性

ただし農業分野は化石燃料への依存度が極めて高く、
脱炭素化の取り組みが急務

-17-



-18--18-

取り組み事例がごく少ない農業分野における太陽光
発電の自家利用について，事業着手の前提となる農
業者の価値観や志向を明らかにするため，先進事例
の事例調査（ケーススタディ）を実施 （野津，2022）

農業の脱炭素化の現状と課題

（データソース）農林水産省再エネ事例集
太陽光発電 60 ⇒ うち自家利用 14

（事業類型）
営農事業 8 （施設園芸4、露地栽培1、育苗1、畜産2）
営農事業以外 6 （食品加工製造5、農協1）



-19--19-

・全事例において、太陽光発電の自家利用を行う場
合、コストが課題として認識

→自家利用による光熱費低減，補助事業による補助
金，余剰売電による売電収入を積み上げてようやく，
コスト的に見合ったものになる

・コストに関連して、電力需給変動への対応も課題と
して認識

（電力需給の時間変動） 2事例

（電力需給の季節変動） 3事例

課題① （コスト）
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需給の時間変動

→ 施設園芸・・・加温のためのエネルギーが必
要となるのは気温が大きく下がる夜間

昼間に太陽光発電で発電した電気（エネ
ルギー）を何らかの形で夜間まで貯めてお
く必要

＜農家の発言＞
蓄電池の価格が非常に高価なために、費用対効果の
面で導入は難しい
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需給の季節変動

→ 農業は他産業と比較して、季節ごとのエネル
ギー需要変動が大きい
（例１）春の田植えと秋の収穫にエネルギー消
費の多くが集中する水稲作

（例２）比較的エネルギー需要が安定している
施設園芸ですら、加温に必要なエネル
ギー消費は冬季に集中

→ 太陽光発電の発電量の季節変動
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・ 企業イメージ向上への期待 1事例のみ

→ 太陽光発電の自家利用単体でのイメージアップ
は困難

→ 「地域の環境や地球環境を良くしたい」という
非経済的動機

課題② （取り組みの効果）
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農業電化による脱炭素化に必要な観点

①農業の領域拡張

②フードチェーン全体の観点

農業電化による脱炭素化の展開に向けて
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農業の領域拡張（その１）
→農業の６次産業化

（例：夏季にサツマイモを生産、冬季にペースト品に
加工・販売）

（出典）農林水産省大臣
官房新事業・食品産業
部（2021）「６次産業化の
推進について」
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農業の領域拡張（その２）
→農業のスマート化 ＋ 地域課題解決

（出典）米原市「エコビレッジ構想」（ヤンマーホールディングス作成）

・AI・IoTを活用した農業生産
の省力化／低炭素化

・再生可能エネルギーを契機
とした耕作放棄地解消

・災害時の電力供給

・脱炭素化を契機とした地域
コミュニティ再生 等
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（出典）長期的な土地利用の在り方に関する検討会中間とりまとめ（農林水産省，2021）
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（出典）野生鳥獣被害防止マニュアル－生態と被害防止対策（基礎編）平成18年3月版（農林水産省生
産局，2006）
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農業電化による脱炭素化に必要な観点

①農業の領域拡張

②フードチェーン全体の観点

農業電化による脱炭素化の展開に向けて



みどりの食料システム戦略（抜粋）
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・・・SDGsや環境に対する関心が国内外で高まり、重要
な行動規範としてあらゆる産業に浸透しつつある。

・・・ビジネスにおいても持続可能性への取組が企業評
価やESG投資等を行う上での重要な判断基準となりつ
つある。特に、食品企業にとっては、国際的に普及して
いる持続可能性を評価する尺度を目指した企業活動を
行うことが、市場における価値を高める上で重要になっ
ている。・・・
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（出典）資源エネルギー庁ホームページ
https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/scope123.html

サプライチェーン全体を通じた排出削減の要請
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（出典）農林水産省
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/sdgs/goal_13.html

農業者にとっても他人ごとではない
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（出典）農林水産省（2021） 「みどりの食料システム戦略参考資料」



４ 具体的な取組
（１）資材・エネルギー調達における脱輸入・脱炭素化・環境負
荷軽減の推進
① 持続可能な資材やエネルギーの調達
・営農型太陽光発電、バイオマス・小水力発電等による地産地
消型エネルギーマネジメントシステムの構築
・農山漁村の活性化に資する再エネ事業者等の取組を可視化
するためのロゴマークの導入
・小水力発電、地産地消型バイオガス発電施設等の導入
・・・

みどりの食料システム戦略（抜粋） ※再掲

-35-（出典） 農林水産省ホームページ
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営農型太陽光発電の認知度と受容度（野津，2023）

・営農型太陽光発電が多く実施されて
いる関東地域でも，営農型太陽光発電
の消費者の認知度は低い
・消費者は営農型太陽光発電に対して
比較的良い印象を持っている
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一般的な農業との比較

一般的な農業と比較すると、営農型太陽光発電の営
農事業は、食料安定供給、地域活性化の面で有意に
評価が低いが、その差は大きいものではない
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一般的な発電事業との比較

一般的な太陽光発電と比較すると、営農型太陽光発電の
発電事業は、電力安定供給、地域活性化、景観影響の点
で評価が高い

→一般的に営農型太陽光発電は通常の太陽光発電と比
較して，発電電力量が小さくなるが・・・
→農業の持つプラスのイメージが影響？



１．自己紹介

２．農業の脱炭素化の重要性

３．農業の脱炭素化と農業電化の課題

４．実現に向けた方向性

５．まとめ

-39-



まとめ
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・農業分野は化石燃料への依存度が極めて高く、脱
炭素化の取り組みが急務

・農業電化による脱炭素化には、コスト、電力需給変
動への対応、消費者からの適切な評価など、クリア
すべき課題が複数存在

・農業電化による脱炭素化の実現には、六次産業化、
スマート農業、地域課題解決など、農業の領域拡張
と、食品産業・消費者を含めたサプライチェーン全
体の観点が重要
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ご清聴ありがとうございました。
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